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主なニュース主なニュース主なニュース

　㈲ ojim の伊藤次郎代表取締役
が、大手も中小も公平に紹介でき
る業界初のプラットフォーム「メ
ガログ」の開発に着手した。

宝石鑑別団体協議会が
通常総会を開催（２面）

大手も中小も公平なメガ
ログの開発に着手（３面）

ジュエリーアーティストの梶
光夫氏が紺綬褒章受章（4面）

　宝石鑑別団体協議会は、５月
３０日に東京・上野区民館で総会
を開催した。

　ジュエリーアーティストの梶光
夫氏は、長年にわたり蒐集してき
た貴重なエマーユコレクション
１４８点を国立西洋美術館へ寄贈
し、フランスの伝統芸術であるエ
マーユの普及に大きく貢献したこ
とが高く評価され、内閣府より紺
綬褒章ならびに木杯を受章した。
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宝
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と
の
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ハンドツールカタログ

種類豊富

全 7,000 アイテム

・宝飾品パーツ

・地金各種

・材料 他

ハンドツール関係

充実しています

　
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代
表

取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
）
は
、

６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」

を
含
む
６
月
４
日
（
木
）
～
14

日
（
日
）
の
会
期
で
、
企
画
展

「Exhibition 

時
２
０
２
６
わ

た
し
の
リ
ズ
ム
、
み
ん
な
の
時

間
」
を
開
催
す
る
。 

　
同
展
で
は
「
時
の
文
化
」「
現

代
の
時
間
感
覚
」
に
つ
い
て
歴

史
や
統
計
を
振
り
返
り
な
が
ら

な
に
わ
時
計
学
校

学
校
長  

池
宮
俊
二
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私共は「時の記念日」が
国民の祝日になる事を
熱望しています。

基
本
が
学
べ
る

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

西
東
京
市
、
大
治
良
高
社
長
）

は
、
６
月
13
日
（
土
）、
６
月

14
日
（
日
）
に
、
東
京
・
表
参

道
の
表
参
道
ヒ
ル
ズ
　
ス
ペ
ー

ス
オ
ー
で
、「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」

誕
生
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
。

　
同
社
は
、
１
９
７
６
年
に
世

界
で
初
め
て
ア
ナ
ロ
グ
式
光
発

電
の
腕
時
計
（
現
：
エ
コ
・
ド

ラ
イ
ブ
）
を
発
売
し
て
今
年
で

50
周
年
を
迎
え
た
。
太
陽
光
に

限
ら
ず
、
室
内
の
わ
ず
か
な
光

で
も
電
気
に
換
え
て
駆
動
す
る

シ
チ
ズ
ン
の
独
自
技
術「
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
」
は
、
時
計
の
未
来

と
可
能
性
を
切
り
ひ
ら
き
、
現

在
、
世
界
約
１
４
０
以
上
の
国

と
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
特
別
な
節
目
に
、
エ

コ
・
ド
ラ
イ
ブ
が
歩
ん
で
き
た

50
年
の
進
化
と
そ
の
魅
力
を
広

く
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
誕
生

50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
」
開
発
背
景
や
歴
史

を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
と
技
術
の
歩
み
を
体

感
で
き
る
。
今
秋
発
売
予
定
の

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
50
周
年
記

念
限
定
モ
デ
ル
「Eco-Drive 

PHOTON

」
を
は
じ
め
、
普

段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ア

ー
カ
イ
ブ
の
展
示
も
予
定
し
て

い
る
。

　【
展
示
内
容
】

　
■
シ
チ
ズ
ン
が
長
年
取
り
組

ん
で
き
た
「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」

50
年
の
あ
ゆ
み

　
■
「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」
の

仕
組
み
を
楽
し
く
学
ぶ
空
間

　
■
今
秋
発
売
予
定
の
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
50
周
年
記
念
限
定
モ

デ

ル
「Eco-Drive PHOT

ON

」、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
展
示
な

ど
。

の
価
値
も
上
昇
し
、“
心
の
充

足
”や“
納
得
感
”を
求
め
る「
メ

ン
パ
時
間
」
を
重
視
す
る
人
が

増
え
て
い
る
。 

　時の記念日は、西暦６７１年６月１０日に天智天皇が水時計（漏刻）で時を計
り人々に時を知らせた故事にちなみ、１０６年前の１９２０年に「時間を正しく
守り生活を合理的にしよう」と、当時の文部省（現在の文部科学省）が出資した
外郭（がいかく）団体が制定した、日本で最も古く、日本独自の記念日である。
　時計工藝新聞社では、由緒あるこの記念日を長年〝「６月１０日時の記念日」
を祝日に〟を提唱している。

追
う
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の

体
験
を
通
じ
て
「
み
ん
な
の
時

間
」
や
「
時
計
が
示
す
時
間
」

と
の
違
い
を
発
見
、
来
場
者
一

人
ひ
と
り
に
「
自
分
の
時
間
」

を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
届

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
会
場
は
時
計
の
構
造

を
想
起
さ
せ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
で

展
示
を
配
置
し
、
展
示
を
巡
る

中
で
、
来
場
者
が
時
間
の
捉
え

方
の
違
い
に
自
然
と
気
づ
く
こ

と
が
で
き
る
つ
く
り
と
し
て
い

る
。
な
お
、
同
展
は
、
日
本
文

化
に
内
在
す
る
「
時
の
流

れ
」「
季
節
の
移
ろ
い
」

「
自
然
」
な
ど
に
着
目
し
、

SEIKO HOUSE

を
舞

台
に
「
時
」
の
価
値
を
再

発
見
す
る
取
り
組
み
「
時

と
日
本
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
も
の
。

　
■
６
月
10
日
は
「
時
の

記
念
日
」 “
時
間
”
を
見

つ
め
直
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に

開
催 

　
同
展
は
、
６
月
10
日
の

「
時
の
記
念
日
」
を
含
む

会
期
で
開
催
さ
れ
る
。
日

本
に
お
い
て
“
時
間
”
と

の
向
き
合
い
方
を
改
め
て

考
え
る
こ
の
節
目
に
、
文

化
・
社
会
・
個
人
と
い
う

３
つ
の
視
点
か
ら
「
時
」
を
見

つ
め
直
す
機
会
を
提
供
す
る
。 

　
会
場
で
は
、
開
催
直
前
に
公

開
す
る
最
新
の
「
セ
イ
コ
ー
時

間
白
書
２
０
２
６
」
も
紹
介
。

効
率
や
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
は
測

れ
な
い
、
現
代
に
お
け
る
多
様

な
時
間
の
価
値
を
提
示
す
る
。

ま
た
、
体
験
展
示
「
わ
た
し
の

時
間
針
」
で
は
、
来
場
者
自
身

の
リ
ズ
ム
や
感
覚
を
映
像
と
し

て
可
視
化
す
る
な
ど
、“
み
ん

な
の
時
間
”
や
“
時
刻
の
進
み
”

の
違
い
に
気
づ
く
構
成
と
し
て

い
る
。 

　
全
東
京
記
章
商
工
協
同

組
合
（
東
京
都
文
京
区
、

出
井
久
幸
理
事
長
）
は
、

５
月
19
日
に
東
京
・
上
野

精
養
軒
で
「
第
69
回
通
常

総
会
」
を
開
催
し
、
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

最
初
に
出
井
理
事
長
は
「
今
回

も
利
益
を
出
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
は
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
し
た
後

「
世
の
中
は
独
裁
的
な
国
家
が

は
び
こ
り
、
イ
ラ
ン
戦
争
も
な

か
な
か
収
束
せ
ず
、
ナ
フ
サ
が

足
り
ず
、
塗
料
も
入
っ
て
こ
な

く
て
困
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

組
合
は
再
来
年
に
70
周
年
を
迎

え
、
ホ
テ
ル
で
式
典
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と

勉
強
し
な
が
ら
盛

り
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。

　
こ
の
後
、
小
長

谷
理
事
を
議
長
に

選
出
し
、
第
１
号

議
案
か
ら
第
８
号

議
案
ま
で
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
第
８
号
議
案
役
員

（
監
事
）
補
選
の
件
で
、
昨
年
、

死
去
さ
れ
た
和
気
誠
監
事
に
代

わ
り
高
木
規
久
男
氏
が
選
出
さ

れ
た
。

　
総
会
後
に
は
、
別
室
で
恒
例

の
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　
最
初
に
出
井
理
事
長
が
「
大

リ
ー
グ
で
は
、
昨
年
に
は
最
下

位
だ
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ッ
ク
ス

が
村
上
の
活
躍
で
首
位
を
狙
え

る
位
置
に
い
る
。
ま
た
Ａ
Ｉ
な

ど
に
よ
り
世
の
中
が
ひ
っ
く
り

変
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
な
に
わ
と
も
あ
れ
皆

さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
し
た
。

　
こ
の
あ
と
懇
談
が
続
き
最
後

に
、
４
人
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
締

め
て
終
了
と
な
っ
た
。

★
ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
診
断 

　
あ
な
た
の
体
内
時
計
は
、
朝

型
？
夜
型
？
　
自
分
の
生
活
習

慣
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
に
生

ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
、
個

人
特
性
「
ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
」
が

関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
19
問
の
診
断
テ
ス
ト
で
、

自
分
の
ク
ロ
ノ
タ
イ
プ
診
断
が

で
き
る
。 

★
体
験
展
示
：
わ
た
し
の
時
間

針 　
自
分
の
リ
ズ
ム
で
、
腕
を
時

計
の
針
に
見
立
て
て
、 

時
計
回

り
に
15
秒
で
１
周
さ
せ
る
。
撮

影
し
た
動
画
を
他
の
人
の
動
画

と 

重
ね
合
わ
せ
て
み
る
こ
と

で
、
自
分
と
他
の
人
の
持
つ
時

間
感
覚
の
”
違
い
”
を
可
視
化

す
る
。 

★
体
験
展
示
：
ハ
ン
ド
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン  

　
普
段
つ
け
て
い
る
腕
時
計
の

時
間
か
ら
離
れ
、
紙
で
で
き
た

腕
時
計
を
装
着
す
る
。
腕
時
計

に
投
影
さ
れ
る
映
像
を
通
し

て
、江
戸
時
代
の
時
の
感
覚
や
、

生
き
物
の
時
の
感
覚
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

★
時
間
感
覚
タ
イ
プ
診
断 

　
人
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る“
時

間
の
感
じ
方
”
が

あ
る
。 

時
間
は

み
ん
な
で
揃
え
た

い
シ
ン
ク
ロ
型
、

自
分
の
裁
量
で
時

間
を
組
み
替
え
た

い
マ
イ
ペ
ー
ス
型

な
ど
、
自
分
の
タ

イ
プ
を
知
る
こ
と

で
、
時
間
に
対
す

る
考
え
方
を 

見

つ
め
な
お
す
。 

腕
に
つ
け
た
時
計

に
、
自
分
と
違
う

“
時
”
が 

流
れ
る
瞬
間
を
体
験

で
き
る
。

★
日
本
な
ら
で
は
の
時
の

文
化
を
学
ぶ 

　
西
暦
６
７
１
年
、
天
智

天
皇
の
時
代
に
「
漏
刻
」

と
呼
ば
れ
る
水
時
計
を
使

用
し
て
日
本
で
初
め
て
時

間
が
知
ら
さ
れ
た
。 

そ

れ
か
ら
１
３
０
０
年
以
上

の
時
を
経
て
、
日
本
人
の

時
間
感
覚
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
だ
ろ
う
か
。 

日
本
の
時
に
ま
つ
わ
る
歴

史
、
文
化
か
ら
、
時
間
感

覚
の
変
遷
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

６月１０日は『時の記念日』
時計工藝新聞社は〝「時の記念日」を祝日に〟を提唱しています

Exhibit ion 時 2026 
わたしのリズム、みんなの時間

Exhibit ion 時 2026 
わたしのリズム、みんなの時間

シ
チ
ズ
ン「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」

５０年の歩みと魅力が体感できる

表参道ヒルズで６月１３、１４日開催

今
回
も
利
益
計
上 

再
来
年
の
70
周
年
へ
一
致
団
結

全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合
総
会

『E
x

hib
itio

n 

時
２
０
２
６
』

 

の
見
ど
こ
ろ

「
自
分
の
時
間
」
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
届
け
ま
す

時
の
記
念
日
を
時
間
と
向
き
合
う
節
目
に

セ
イ
コ
ー
企
画
展
６
月
４
日
～
10
日
開
催

★
セ
イ
コ
ー
時
間
白
書
２
０
２

６ 　
時
間
は「
タ
イ
パ
＆
メ
ン
パ
」

の
二
刀
流
時
代
へ 

。
Ａ
Ｉ
利

用
が
浸
透
す
る
一
方
、“
あ
え

て
効
率
を
求
め
な
い
時
間
”
へ

各ブロック長の中締め

総会会場

出
井
理
事
長
総
会
挨
拶
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ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
時
計
の
販
売

・
修
理
・
買
取
を
行
う
フ
ァ
イ

ア
ー
キ
ッ
ズ
・
中
野
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
店
で
は
、
６
月
10
日

の
「
時
の
記
念
日
」
に
合
わ
せ

１
０
０
年
前
の
時
計
か
ら
２
０

０
０
年
代
の
時
計
ま
で
を
展
示

し
て
、
腕
時
計
の
歴
史
を
た
ど

る
展
示
を
開
催
し
て
い
る
。

　【
展
示
概
要
】

　
●
新
品
で
は
な
い
価
値
を
選

ぶ
流
れ
、
昭
和
１
０
０
年
分
の

腕
時
計
の
歴
史
を
た
ど
る

　
１
０
０
年
前
〜
現
在
ま
で
各

年
代
の
時
計
を
展
示
し
て
、
腕

時
計
の
歴
史
や
う
ん
ち
く
、
実

際
に
使
用
し
て
い
た
著
名
人
な

ど
が
わ
か
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

　
宝
石
鑑
別
団
体
協
議
会
（
東

京
都
台
東
区
、
近
ケ
イ
子
会
長

＝
Ａ
Ｇ
Ｌ
）
は
、
５
月
30
日
に

東
京
・
上
野
区
民
館
で
令
和
７

（
２
０
２
５
）年
度（
通
算
46
回
）

の
総
会
を
開
催
し
、
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
は
、
倫
理
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
近
会
長
が
「
現

在
の
世
界
情
勢
の
中
、
苦
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
は
、
11
社
で

す
が
、
新
た
な
入
会
希
望
も
あ

り
、
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
一

緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
本
日

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
吉
澤
総

務
委
員
長
を
議
長
に
選
任
し
議

案
審
議
へ
と
移
っ
た
。

　
議
案
は
、
令
和
７
年
度
各
委

員
会
活
動
報
告
、
令
和
７
年
度

会
計
報
告
、監
査
報
告
と
承
認
、

令
和
８
年
度
各
委
員
会
活
動
計

画
と
承
認
、
令
和
８
年
度
予
算

案
と
承
認
―
―
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
令
和
８
年
度
各
委

員
会
の
活
動
計
画
の
主
な
活
動

計
画
は
次
の
と
お
り
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会
は
、

グ
レ
ー
ド
調
整
を
例
年
通
り
２

回
予
定
（
カ
ラ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
含
む
）。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
既
定
の
見
直

し
（
カ
ラ
ー
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

時
の
観
察
方
向
、
フ
ァ
ン
シ
ー

カ
ラ
ー
の
色
分
布
な
ど
）。

　
色
石
委
員
会
は
、
ビ
ジ
ョ
ン

ブ
ラ
ッ
ド
、
ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー

の
基
準
の
さ
ら
な
る
確
認
と
検

討
、
Ｚ
Ｈ
Ｏ
よ
り
提
案
さ
れ
た

ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム
の
検
討
、
各

種
ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム
の
検
討
、

透
明
度
の
改
善
が
認
め
ら
れ
な

い
エ
メ
ラ
ル
ド
の
コ
メ
ン
ト
基

準
の
検
討
、
エ
メ
ラ
ル
ド
の
老

い
る
含
浸
の
程
度
や
、
ル
ビ
ー

の
透
明
物
質
の
程
度
（
経
度
、

中
程
度
、
重
度
）
の
記
載
に
つ

い
て
検
討
す
る
、
ク
ン
ツ
ァ
イ

ト
の
照
射
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

や
、
検
査
し
て
も
鑑
別
で
は
判

断
で
き
な
い
処
理
の
コ
メ
ン
ト

の
運
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
―

―
な
ど
。

　
真
珠
委
員
会
は
、
新
た
な
真

珠
の
ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
、
白
色
系
以
外

の
無
調
色
の
範
囲
に
つ
い
て
検

討
す
る
、
Ａ
Ｇ
Ｌ
の
真
珠
標
記

の
啓
発
を
行
う
、
Ａ
Ｇ
Ｌ
真
珠

鑑
別
技
術
者
の
タ
イ
ト
ル
に
つ

い
て
検
討
す
る
―
―
な
ど
。

　
総
務
委
員
会
は
、
Ａ
Ｇ
Ｌ
の

規
定
・
規
約
・
内
規
の
整
理
及

び
確
認
作
業
を
行
う
、
新
た
に

Ａ
Ｇ
Ｌ
の
資
格
制
度
を
検
討
す

る
―
―
な
ど
と
し
て
い
る
。

　
㈱
今
与
（
京
都
市
中
京
区
、
今

西
信
隆
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス 

大
谷
翔
平
選
手
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
優
勝
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ

ー
グ 

Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
を
記
念
し
て
、

正
規
Ｍ
Ｌ
Ｂ
認
定 SHOHEI 
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「K24/
K18 COIN DIAM

OND PEN
DANTS

」
の
取
扱
店
舗
を
拡
大

し
、
㈱
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
運
営
す
る
公
式
通
販
サ
イ

ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
ラ
ジ
オ
リ
ビ

ン
グ
」
で
、
拡
大
受
注
発
売
を
開

始
し
た
。

　
ド
ジ
ャ
ー
ス
移
籍
１
年
目
の

２
０
２
４
年
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
史
上
初
の

シ
ー
ズ
ン
50
本
塁
打
・
50
盗
塁

の
「
50
‐
50
」
を
達
成
。
自
身
初

の
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
進
出
を
果
た

し
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ 

制
覇
に
貢
献
、
２
年
連
続
３
度
目

の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
も
選
出
さ
れ
た
大
谷

翔
平
選
手
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
歴
史
に
名

前
を
刻
み
、
数
々
の
栄
光
を
手
に

し
た
シ
ー
ズ
ン
を
経
て
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
し
た
２
０
２
５
年

は
、
打
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
投

手
と
し
て
も
再
始
動
。
投
打
の
二

刀
流
完
全
復
活
へ
の
足
掛
か
り
と

な
る
記
録
と
記
憶
を
刻
ん
だ
１
年

と
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
新
た
な
二
刀
流
ス
ー
パ

ー
ス
タ
ー
伝
説
の
幕
開
け
と
な
る

２
０
２
５
シ
ー
ズ
ン
を
記
念
し
て

制
作
さ
れ
た
、
唯
一
無
二
の
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
取
扱
店

舗
を
拡
大
し
、
新
た
に
「
郵
便
局

の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
で
も
発
売

を
開
始
し
た
。
純
金
製
コ
イ
ン
の

表
面
は
大
谷
選
手
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
直
筆
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
打
者
＆
投

手
イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
に
加
え
、

大
谷
選
手
の
サ
イ
ン
が
刻
ま
れ

る
。
コ
イ
ン
枠
に
は
天
然
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
を
あ
し
ら
い
、
繊
細
な
が

ら
も
凛
と
し
た
煌
（
き
ら
）
め
き

を
放
つ
。
正
規
Ｍ
Ｌ
Ｂ
認
定
商
品

で
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
認
証
ホ
ロ
グ
ラ
ム
付

き
。
日
本
国
内
限
定
で
、
シ
リ
ア

ル
ナ
ン
バ
ー
刻
印
入
り
。
大
谷
翔

平
選
手
の
３
年
連
続
リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ

Ｐ
受
賞
と
２
０
２
５
シ
ー
ズ
ン
に

達
成
し
た
日
米
通
算
３
０
０
号
ホ

ー
ム
ラ
ン
に
ち
な
ん
だ
、
３
０
０

個
の
数
量
限
定
。

　
世
界
で
唯
一
の
ス
テ
ン
レ
ス

製
メ
ッ
シ
ュ
バ
ン
ド
『
エ
ル
ミ

テ
ッ
ク
ス
』
が 

㈱
バ
ン
ビ
か

ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
再
登
場

し
た
。

　
エ
ル
ミ
テ
ッ
ク
ス
と
は
？

　
エ
ル
ミ
テ
ッ
ク
ス（ELM

IT
EX

）時
計
バ
ン
ド
は
、マ
リ
オ
・

ザ
ル
ト
ロ
ン
氏
に
よ
っ
て
発
明

さ
れ
た
世
界
で
唯
一
の
ス
テ
ン

レ
ス
製
伸
縮
メ
ッ
シ
ュ
時
計
バ

ン
ド
。

　
独
特
の
生
産
技
術
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
メ
ッ
シ
ュ
は
、

他
の
製
品
に
は
な
い〝
伸
縮
性
〟

を
実
現
。
耐
久
性
が
あ
る
高
い

品
質
と
、
し
な
や
か
で
抜
群
の

装
着
感
は
、
メ
タ
ル
バ
ン
ド
の

中
で
も
根
強
い
人
気
を
誇
る
。

　
イ
タ
リ
ア
製
素
材
の
特
殊
な

メ
ッ
シ
ュ
構
造
に
よ
り
、
多
く

の
金
属
バ
ン
ド
に
あ
り
が
ち
な

毛
の
引
っ
か
か
り
を
解
消
。
レ

ト
ロ
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
な

が
ら
も
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

形
状
が
美
し
く
、
高
級
感
の
あ

る
輝
き
を
放
つ
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

　
金
色
バ
ン
ド
の
メ
ッ
キ
仕
様

を
耐
食
性
・
耐
摩
耗
性
に
優
れ

　【
商
品
詳
細
】

　
サ
イ
ズ
＝
10
／
12
／
14
／
16

／
18
㎜

　
カ
ラ
ー
＝
シ
ル
バ
ー
、
ゴ
ー

ル
ド

　
長
さ
（
全
長
）
＝
約
１
６
０

㎜　
厚
み
（
本
体
部
）
＝
約
２
・

８
㎜

　
素
材
＝
本
体
部:

ス
テ
ン
レ

ス
ス
チ
ー
ル
、
Ｅ
Ｐ
部:

ス
テ

ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル

　
ア
ジ
ャ
ス
ト
＝
フ
リ
ー
ア

ジ
ャ
ス
ト

　
価
格
＝
Ｓ
Ｓ（
シ
ル
バ
ー
）

10
／
12
／
14
／
16
／
18
㎜
８
８

０
０
円
、Ｉ
Ｇ
Ｐ
（
ゴ
ー
ル
ド
）

10
／
12
／
14
㎜
１
万
５
４
０
０

円
、
16
／
18
㎜
１
万
９
８
０
０

円
（
と
も
に
税
込
）。

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代
表

取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
Ｃ
Ｃ

Ｏ
）
は
、〈
キ
ン
グ
セ
イ
コ
ー
〉

VANAC

よ
り
、
セ
イ
コ
ー
創

業
１
４
５
周
年
を
記
念
し
た
限

定
モ
デ
ル
を
７
月
10
日
（
金
）

か
ら
発
売
す
る
。
希
望
小
売
価

格
は
39
万
６
０
０
０
円（
税
込
）

で
、
全
世
界
８
０
０
本
の
数
量

限
定
。

　
１
９
６
１
年
に
誕
生
し
た

〈
キ
ン
グ
セ
イ
コ
ー
〉
は
、
高

級
腕
時
計
と
し
て
の
性
能
と
先

進
的
な
デ
ザ
イ
ン
、
お
よ
び
適

正
な
価
格
の
共
存
を
実
現
し
、

高
級
腕
時
計
と
し
て
の
新
た
な

在
り
方
を
提
示
し
、
そ
の
後
の

国
産
機
械
式
腕
時
計
の
進
化
を

牽
引
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
２
２
年
に
約

50
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
そ
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
性
能
と
風
格
の

あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
同
社
の
ハ

イ
エ
ン
ド
メ
カ
ニ
カ
ル
ウ
オ
ッ

チ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
新
た
な
魅

力
を
放
ち
続
け
て
い
る
。

　《
商
品
特
徴
》

　
ダ
イ
ヤ
ル
上
の
ホ
ワ
イ
ト
シ

ル
バ
ー
と
ブ
ル
ー
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
、
洗
練
さ
れ
た
表
情
を

演
出
。
１
９
７
０
年
代
の「VA

NAC

」
の
存
在
感
の
あ
る
ベ
ゼ

ル
に
着
想
を
得
た
、
縁
が
き
ら

り
と
輝
く
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
リ

ン
グ
」（
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
役

割
を
果
た
す
リ
ン
グ
状
の
別
体

パ
ー
ツ
）
に
は
、
鮮
や
か
な
ブ

ル
ー
を
採
用
し
て
お
り
、
ホ
ワ

イ
ト
シ
ル
バ
ー
の
ダ
イ
ヤ
ル
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立
つ
。

３
本
の
針
は
、
ひ
と
き
わ
美
し

く
輝
く
ブ
ル
ー
で
仕
上
げ
た
。

12
時
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
秒
針

の
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
ェ
イ
ト
に

は
、「VANAC

」
の
「V

」
の

シ
ル
エ
ッ
ト
を
配
し
た
。

　
裏
ぶ
た
に
は
、
キ
ン
グ
セ
イ

コ
ー
の
「
盾
」
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
、
光

沢
が
美
し
い
ブ
ル
ー
で
あ
し
ら

い
、
限
定
モ
デ
ル
な
ら
で
は
の

特
別
感
を
演
出
し
て
い
る
。

　
キ
ン
グ
セ
イ
コ
ー
誕
生
の

地
、
東
京
に
広
が
る
地
平
線 

“Tokyo Horizon

” 

が
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
。
同
品
は
、

キ
ン
グ
セ
イ
コ
ー
が
誕
生
し
た

東
京
か
ら
望
む
地
平
線
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
ケ
ー
ス
、
バ
ン
ド
、

ダ
イ
ヤ
ル
・
パ
タ
ー
ン
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
る
。
金
属
の
塊
を

削
り
出
し
た
か
の
よ
う
な
力
強

く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
形
状
の
ケ

ー
ス
は
、
ベ
ゼ
ル
（
ガ
ラ
ス

縁
）
の
な
い
デ
ザ
イ
ン
に
す
る

こ
と
で
、
エ
レ
ガ
ン
ト
で
伸
び

や
か
な
表
情
も
併
せ
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
高
度
な
研
磨
仕
上

げ
に
よ
り
、
広
い
平
面
を
歪
み

の
な
い
鏡
面
に
仕
上
げ
た
。
そ

し
て
、
ケ
ー
ス
と
滑
ら
か
に
つ

な
が
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
は
、
鏡

面
仕
上
げ
と
ヘ
ア
ラ
イ
ン
仕
上

げ
の
こ
ま
を
短
い
ピ
ッ
チ
で
組

み
合
わ
せ
た
、
水
平
の
ラ
イ
ン

が
際
立
つ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と

と
も
に
、
快
適
な
着
け
心
地
を

実
現
し
て
い
る
。

　
今
年
、
創
業
１
２
９
周
年
を

迎
え
る
松
本
徽
章
工
業
㈱
（
東

京
都
台
東
区
、
松
本
彰
一
郎
代

表
取
締
役
社
長
）
で
は
、
ユ
ニ

コ
50
周
年
記
念
メ
ダ
ル
・
ピ
ン

バ
ッ
ジ
の
予
約
受
付
を
、
６
月

１
日
か
ら
通
販
サ
イ
トE-m

ed

ai-jp

等
で
開
始
し
た
。

　
同
社
は
、
名
作
漫
画
『
ユ
ニ

コ
』
の
50
周
年
を
讃
え
る
記
念

メ
ダ
ル
を
謹
製
し
た
。
記
念
メ

ダ
ル
の
意
匠
と
し
て
は
、
表
面

に
可
愛
ら
し
い
ユ
ニ
コ
を
謹

刻
、
裏
面
に
は
ユ
ニ
コ
50
周
年

の
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
レ
リ
ー

フ
で
表
現
し
た
。

　
規
格
及
び
価
格
（
消
費
税
込

み
価
格
）
は
以
下
の
通
り
。

　
Ａ
．
純
金
製
メ
ダ
ル
＝
直
径

20
㎜
・
重
量
６
ｇ
、
39
万
６
０

０
０
円
、
限
定
50
個
。

　
Ｂ
．
純
銀
製
メ
ダ
ル
＝
直
径

40
㎜
・
重
量
25
ｇ
、
３
万
８
５

０
０
円
、
限
定
５
０
０
個
。

　
Ｃ
．
純
金
、
純
銀
２
点
セ
ッ

ト
（
Ａ
＋
Ｂ
）
＝
43
万
４
５
０

０
円
、
限
定
50
セ
ッ
ト
。

　
ま
た
、
ユ
ニ
コ
50
周
年
記
念

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
中
の
コ
マ
を

描
い
た
ア
ク
リ
ル
ス
タ
ン
ド
付

き
で
、
そ
の
ま
ま
ピ
ン
バ
ッ
ジ

に
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
規
格
及
び
価
格
（
消
費
税
込

み
価
格
）

　
18
金
製
ピ
ン
バ
ッ
ジ
＝
天
地

約
17
㎜
・
重
量
５
ｇ
、
19
万
８

０
０
０
円

　
銀
製
ピ
ン
バ
ッ
ジ
＝
天
地
約

17
㎜
、
１
万
６
５
０
０
円

　【
申
込
先
】

　
同
社
記
念
メ
ダ
ル
事
務
局
☎

０
１
２
０
‐
１
５
３
‐
１
５
４ 

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０
‐
７
１
５

‐
７
１
２

　（
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
半
ま
で
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
は
24
時
間
受
付
）

設
け
る
。

　【
展
示
タ
イ
ト
ル
】

　
時
を
刻
む
１
０
０
年
展

―
腕
時
計
進
化
の
物
語

　【
開
催
日
時
】

　
６
月
14
日
（
日
）
ま
で
。

　
営
業
時
間
：
11
時
30
分

〜
19
時
30
分
（
水
曜
日
は

店
休
日
）

　【
開
催
場
所
】

　
フ
ァ
イ
ア
ー
キ
ッ
ズ
中

野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
店

令
和
８
年
度 
委
員
会
活
動
計
画

Ａ
Ｇ
Ｌ
総
会 

す
べ
て
の
議
案
承
認

バンビ６月
１日に発売 伸縮性に優れたラグジュアリーな逸品

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
持
ち

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
形
状

エ
ル
ミ
テ
ッ
ク
ス
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

た
Ｉ
Ｐ
メ
ッ
キ
へ
と
仕
様
変
更

し
、
さ
ら
な
る
高
品
質
を
実
現

し
た
。
質
を
追
求
し
続
け
る
ク

オ
リ
テ
ィ
コ
ン
シ
ャ
ス
な
時
計

バ
ン
ド
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。

特別メダル・ピンバッジ
松本徽章工業が予約受付中

名作漫画『ユニコ』５０周年記念名作漫画『ユニコ』５０周年記念

ブルーがダイヤル上で
鮮やかに映える限定品

セイコー創業１４５周年記念 キ
ン
グ
セ
イ
コ
ー
か
ら
７
月
発
売

大谷翔平選手最新作
オフィシャルジュエリー

Ｗシリーズ優勝＆リーグＭＶＰ記念

K24/K18 COIN DIAMOND PENDANTS
ニッポン放送ショッピングサイトで拡大受注

時
を
刻
む
100
年
展
腕
時
計
進
化
の
物
語

腕
時
計
進
化
の
物
語

時
を
刻
む
100
年
展

時
を
刻
む
100
年
展

６月１０日 時の記念日にあわせ
中野のヴィンテージ時計店で

ダイヤモンド委員会

色石委員会

真珠委員会

総務委員会

グレード調整を例年通り２回実施予定

ビジョンブラッド等の基準確認と検討

新たな真珠のトレードネーム検討実施

AGLの規定・規約・内規の整理と確認

近
ケ
イ
子
会
長

総
会
の
様
子

ピ
ン
バ
ッ
ジ

ユニコ５０周年記念メダル

世界で唯一のステンレス製
メッシュバンド

今与



第２５７３号令和８年（２０２６年）６月５日（３） （第三種郵便物認可）

　

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
ゴ
ル
フ
の
基
本
中
の
基
本
で

あ
る
「
体
の
正
面
で
ボ
ー
ル
を

打
つ
」
と
い
う
言
葉
を
一
度
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

　
と
こ
ろ
が
多
く
の
ア
マ
チ
ュ

ア
は
軸
が
ブ
レ
て
上
体
は
早
々

と
開
い
て
振
り
遅
れ
。
イ
ン
パ

ク
ト
で
合
わ
せ
よ
う
と
手
打
ち

に
な
り
、
フ
ェ
ー
ス
が
か
ぶ
り

引
っ
掛
け
た
り
、
左
ひ
じ
が
引

け
て
ス
ラ
イ
ス
に
な
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
。
体
の
正
面
で
ボ

ー
ル
を
打
つ
こ
と
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
「
ス
イ
ン
グ
軸
」
を

ど
の
よ
う
に
つ
く
る
の
か
、
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
カ

ギ
に
な
る
の
が
左
足
で
す
。

　
体
の
正
面
で
ボ
ー
ル
を
と
ら

え
る
に
は
イ
ン
パ
ク
ト
時
に
左

足
裏
全
体
で
体
重
を
支
え
こ
と

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
で
軸
が
ブ
レ
ず
に
ヘ
ッ

ド
ス
ピ
ー
ド
を
最
大
限
に
引
き

出
し
て
ボ
ー
ル
を
飛
ば
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
体
の
正

面
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
迎
え
る
に

は
左
足
の
使
い
方
が
大
事
な
の

で
す
。

ス
イ
ン
グ
軸
ど
の
よ
う
に

作
る
の
か
を
確
認
し
よ
う

　
ア
マ
チ
ュ
ア
は
イ
ン
パ
ク
ト

の
時
に
左
足
裏
が
地
面
に
つ
い

て
い
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
“
地

に
足
が
つ
い
て
い
な
い
”
状
態

で
す
。

　
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
か
か
と

に
体
重
が
か
か
り
過
ぎ
て
お

り
、
前
傾
姿
勢
が
保
て

ず
に
イ
ン
パ
ク
ト
で
は

上
体
が
の
け
ぞ
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
ダ
ウ
ン
ス

イ
ン
グ
の
最
中
に
ヘ
ッ

ド
ス
ピ
ー
ド
を
支
え
ら

れ
ず
に
、
つ
ま
先
が
開

い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
ボ
ー
ル
に

ス
イ
ン
グ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
十
分
に
伝
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
練
習
場
で
一
度
、
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ア
ド
レ
ス
時
の

つ
ま
先
の
位
置
と
、
フ

ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
の
つ
ま

先
の
位
置
が
同
じ
か
、

す
。
ま
た
フ
ォ
ロ
ー
で
も
上
体

が
の
け
ぞ
ら
な
い
の
で
、
大
き

な
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
と
り
や
す

い
。
そ
れ
は
ヘ
ッ
ド
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
飛
距
離

に
直
結
し
ま
す
。
よ
く
「
左
の

壁
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

も
左
足
の
使
い
方
次
第
で
す
。

　
左
足
の
使
い
方
が
よ
く
わ
か

る
ド
リ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
に
ア
ド
レ
ス
し
た
ら
、

左
足
だ
け
か
か
と
を
上
げ
て
、

つ
ま
先
だ
け
つ
け
て
の
素
振
り

で
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
バ
ッ

ク
ス
イ
ン
グ
で
は
ト
ッ
プ
位
置

が
深
く
な
り
、
切
り
返
し
か
ら

は
上
体
の
突
っ
込
み
を
防
ぎ
ま

す
。
な
お
か
つ
イ
ン
パ
ク
ト
以

降
の
フ
ォ
ロ
ー
ス
イ
ン
グ
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
左
ひ
じ
の
引

け
も
防
い
で
く
れ
ま
す
。
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
左
足
は
つ
ま
先

立
ち
で
す
。

　
こ
の
素
振
り
ド
リ
ル
は
、
左

サ
イ
ド
の
柔
軟
性
を
高
め
て
、

つ
ま
先
上
が
り
、
つ
ま
先
下
が

り
、
左
足
上
が
り
、
左
足
下
が

り
と
い
う
傾
斜
地
で
の
安
定
感

も
高
め
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

「
不
動
の
左
」
を
マ
ス
タ
ー
す

る
た
め
に
左
足
つ
ま
先
立
ち
素

振
り
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

カギになるのは「左足」の使い方
を
。お
そ
ら
く
違
う
で
し
ょ
う
。

　
も
し
ス
イ
ン
グ
中
に
つ
ま
先

の
位
置
が
動
か
ず
に
、
左
足
裏

全
体
で
地
面
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
た
ら
、
ス
ラ
イ
ス
に
悩
む

ゴ
ル
フ
ァ
ー
な
ら
ス
イ
ン
グ
軌

道
が
イ
ン
サ
イ
ド
に
な
り
ボ
ー

ル
の
つ
か
ま
り
が
よ
く
な
り
ま

ついに号砲Ｗカップ
みどころはここだ��

　
時
計
工
藝
新
聞
社
は
６
月

10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
を

祝
日
に
、と
提
唱
し
て
い
る
。

　
６
月
だ
け
祝
日
が
な
い
こ

と
も
理
由
で
あ
り
、
日
々
慌

た
だ
し
く
過
ご
す
現
代
人
に

と
っ
て
、
１
分
１
秒
の
貴
重

な
時
間
を
再
認
識
す
る
こ
と

は
と
て
も
有
意
義
だ
。

　
今
年
は
折
し
も
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
北
中
米
大

会
の
開
幕
前
日
だ
。

　
Ｗ
杯
は
大
会
期
間
中
の
累

計
視
聴
者
数
が
２
６
２
０
億

人
を
超
え
（
前
回
カ
タ
ー
ル

大
会
）、
決
勝
戦
は
約
15
億

人
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
く

ぎ
付
け
に
な
る
世
界
中
が
熱

狂
す
る
最
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
今
大
会
は
史
上
最
多
48
カ

国
が
出
場
し
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
の
３
カ

国
16
都
市
を
舞
台
に
７
月
19

日
の
決
勝
ま
で
全
１
０
４
試

合
が
行
わ
れ
る
。
18
金
製
、

６
１
７
５
グ
ラ
ム
の
黄
金
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
目
指
す
に
は
各

国
と
も
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ

ー
が
欠
か
せ
な
い
。

　
Ｗ
杯
通
算
ゴ
ー
ル
数
ト
ッ

プ
３
は
、
ミ
ロ
ス
ラ
フ
・
ク

ロ
ー
ゼ
（
ド
イ
ツ
・
16
点
）、

ロ
ナ
ウ
ド
（
ブ
ラ
ジ
ル
・
15

点
）、
ゲ
ル
ト
・
ミ
ュ
ラ
ー

（
西
ド
イ
ツ
・
14
点
）。
い
ず

れ
も
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
Ｆ
Ｗ
で

あ
り
、
優
勝
の
立
役
者
だ
。

　
ク
ロ
ー
ゼ
は
２
０
０
２
年

日
韓
大
会
で
２
度
ハ
ッ
ト
ト

リ
ッ
ク
を
達
成
し
て
準
優

勝
。
14
年
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
は

地
元
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
準
決
勝

で
前
半
23
分
か
ら
３
ゴ
ー
ル

を
奪
う
圧
勝
劇
を
演
じ
、
ド

イ
ツ
４
度
目
の
栄
冠
に
導
い

た
。

　
ロ
ナ
ウ
ド
は
ブ
ラ
ジ
ル
優

勝
の
日
韓
大
会
得
点
王
。
ミ

ュ
ラ
ー
は
１
９
７
４
年
西
独

大
会
の
決
勝
ゴ
ー
ル
が
今
で

も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
さ
て
森
保
ジ
ャ
パ
ン
は
ど

う
か
？

　
前
回
カ
タ
ー
ル
大
会
で
強

豪
ス
ペ
イ
ン
を
破
る
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
キ
リ
ン
グ
を
演
じ
、

ラ
イ
ン
際
１
ミ
リ
の
魔
術
的

ア
シ
ス
ト
を
マ
ー
ク
し
た
三

笘
薫
を
ケ
ガ
で
招
集
で
き
な

い
の
が
痛
い
。
三
笘
は
ド
リ

ブ
ル
、
パ
ス
、
シ
ュ
ー
ト
、

判
断
力
や
ス
ピ
ー
ド
と
い
っ

た
多
く
の
点
で
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
に
あ
り
、
強
豪
国
と

戦
う
に
は
欠
か
せ
な
い
キ
ー

プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
三
笘
が
仕
掛
け
る

と
、
相
手
Ｄ
Ｆ
が
手
を
焼
く

シ
ー
ン
が
あ
る
。
複
数
に
囲

ま
れ
れ
ば
、
他
に
ス
ペ
ー
ス

が
で
き
て
チ
ャ
ン
ス
が
広
が

る
が
、
そ
ん
な
プ
ラ
ン
が
使

え
な
く
な
る
。

　
招
集
組
の
代
表
ゴ
ー
ル
数

安
律
（
11
点
）、
中
村
敬
斗

（
10
点
）。
海
外
で
も
ま
れ
た

個
性
豊
か
な
選
手
が
多
い
。

　
日
本
代
表
ゴ
ー
ル
数
歴
代

１
位
は
釜
本
邦
茂
氏
の
75

点
。

　
史
上
最
高
ス
ト
ラ
イ
カ
ー

と
し
て
メ
キ
シ
コ
五
輪
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
。
生
前
、「
ゴ

ー
ル
前
で
は
ポ
ス
ト
に
当
た

っ
て
自
分
の
足
元
に
ボ
ー
ル

が
来
い
」
と
念
じ
て
い
つ
も

プ
レ
ー
し
た
と
聞
い
た
。

　
嗅
覚
を
常
に
研
ぎ
澄
ま
せ

て
ゴ
ー
ル
を
こ
じ
開
け
て
い

た
の
だ
。

　
森
保
ジ
ャ
パ
ン
に
は
ゴ
ー

ル
ラ
ッ
シ
ュ
で
新
た
な
歴
史

を
切
り
開
い
て
も
ら
い
た

い
。（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
典
央
）

三
笘
不
在
の
森
保　

キ
ー
マ
ン
は
？

☎

は
上
田
綺
世
（
16

点
）、
伊
東
純
也

（
15
点
）、
鎌
田
大

地
（
12
点
）、
堂

　
か
つ
て
全
国
に
１
万
５
０
０
０
店

あ
っ
た
中
小
零
細
眼
鏡
店
は
、
現
在

４
０
０
０
店
を
割
り
込
み
、
今
も
１

日
１
店
舗
の
ペ
ー
ス
で
姿
を
消
し
て

い
る
。こ
の“
静
か
な
危
機
”に
対
し
、

東
京
都
武
蔵
野
市
の
眼
鏡
店
主
・
伊

藤
次
郎
氏
（
㈲ojim

代
表
取
締
役
）

が
、
大
手
も
中
小
も
公
平
に
紹
介
で

き
る
業
界
初
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
メ
ガ
ロ
グ
」
の
開
発
に
着
手
し
た
。

公
開
は
２
０
２
６
年
末
を
予
定
し
て

い
る
。

　
日
本
の
眼
鏡
店
は
、
地
域
の
視
生

活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能

し
て
き
た
。
し
か
し
、
レ
ン
ズ
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
業
界
資
料
に
よ
る
と
、

中
小
零
細
眼
鏡
店
の
店
舗
数
は
ピ
ー

ク
時
か
ら
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　
背
景
に
は
、
大
手
４
社(JINS

・

Zoff

・
眼
鏡
市
場
・OW

NDAYS)

に
よ
る
市
場
シ
ェ
ア
６
～
８
割
の
寡

占
化
、
価
格
競
争
の
激
化
、
技
術
者

不
足
、
地
域
店
の
後
継
者
問
題
―
―

な
ど
が
あ
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
眼
鏡
店
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
地
方
を
中

心
に
眼
鏡
店
の
空
白
地
帯
が
生
じ
、

そ
の
結
果
と
し
て
国
民
の
生
活
の
質

の
低
下 

→
労
働
生
産
性
の
低
下
→

国
力
の
低
下
と
い
う
社
会
的
損
失
が

加
速
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　
業
界
初
の
「
眼
鏡
店
の
道
し

る
べ
」
＝
メ
ガ
ロ
グ
と
は
、
眼

鏡
店
を
価
格
重
視
の
プ
ラ
イ
ス

シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性

重
視
の
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ

プ
、
視
機
能
を
重
視
す
る
ビ
ジ

ョ
ン
ケ
ア
型
店
舗
、
高
級
志
向

の
ハ
イ
エ
ン
ド
店
舗
な
ど
、
価

値
観
ご
と
に
正
し
く
可
視
化
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
生
活
者

は
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

店
舗
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、

眼
鏡
店
側
は
、
自
店
の
理
念
・

技
術
・
強
み
を
正
し
く
伝
え
ら

れ
る
。“
価
格
だ
け
で
選
ば
れ

る
時
代
”
か
ら
“
価
値
で
選
ば

れ
る
時
代
”
へ
。
メ
ガ
ロ
グ
は

そ
の
転
換
点
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
今
、
メ
ガ
ロ
グ

が
必
要
な
の
か
と
い
う
と
、
現

在
の
日
本
で
は
、「
ど
の
眼
鏡

店
が
ど
ん
な
理
念
で
、
ど
ん
な

技
術
を
持
っ
て
い
る
か
」
が
生

活
者
に
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
そ
の
結
果
、“
猫
も
杓

子
も
プ
ラ
イ
ス
シ
ョ
ッ
プ
”
と

い
う
偏
っ
た
選
択
構
造
が
生
ま

れ
て
い
る
。

　
メ
ガ
ロ
グ
は
、店
舗
の
理
念
、

技
術
者
の
資
格
、
検
査
設
備
、

価
格
帯
、
得
意
分
野
、
品
揃
え

な
ど
を
可
視
化
し
、
生
活
者
の

“
正
し
い
選
択
”
を
支
援
す
る
。

　メガログでは、２０２６年末の正式公開に向けて、
全国の眼鏡店を対象に参加店舗を募集している。

《参加メリット》
　・店舗の理念・技術・強みを正しく発信できる
　・生活者が“価値”で選ぶ時代への対応
　・ビジョンケア店同士のネットワーク形成
　・地域検索・比較機能による集客支援
　・社会的意義のあるプロジェクトへの参画

《参加資格》
　・日本国内で営業する眼鏡店であること
　・メガログの理念 ( 公平性・透明性・共存共栄）
　にご賛同いただける店舗
　他店舗の参加を制限するご要望には対応しており
　ません。
　※メガログは、すべての眼鏡店が公平に並ぶこと
　を目的としたプラットフォームです。そのため、
　排他性を求めるご要望にはお応えできません。

《参加費》
　β版期間：初期参加店舗は、入会費・利用料とも
　に〝永年無料〟。
　※初期参加店舗は、メガログの理念 ( 公平性・透
　明性・共存共栄 ) に賛同いただける店舗に限る。
　正式公開後：掲載プラン別の料金体系を用意予定。
　※メガログは広告枠による運営を予定しており、
　初期参加店舗の皆さまには、長期的に安心してご
　利用いただける環境を提供する。

《応募方法》
　以下のメールアドレスに「メガログ資料希望」と
　連絡を。
　担当者より登録用紙及び資料をお送りします。
　opteria-glassias@nifty.com

　
㈱
ニ
コ
ン
・
エ
シ
ロ
ー
ル（
東

京
都
墨
田
区
、
梶
原
望
代
表
）

は
、
６
月
11
日
（
木
）
に
子
ど

も
用
近
視
ケ
ア
レ
ン
ズ
「
エ
シ

ロ
ー
ル
R
ス
テ
レ
ス
ト
R
」
を

発
売
す
る
。

　
６
月
は「
こ
ど
も
の
目
の
日
」

（
６
月
10
日
）
が
制
定
さ
れ
て

お
り
、
学
校
健
診
で
も
視
力
検

査
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も

の
「
見
え
方
」
へ
の
関
心
が
高

ま
る
時
期
で
も
あ
る
。同
社
は
、

同
製
品
の
発
売
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
目
を
取
り
ま
く
環
境
や

日
常
の
見
え
方
に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
普
及
、
屋
外
活
動

時
間
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
子

ど
も
の
目
を
取
り
巻
く
視
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
背
景
の
も
と
開
発
さ

れ
た
「
エ
シ
ロ
ー
ル
R
ス
テ
レ

ス
ト
R
」
は
、
エ
シ
ロ
ー
ル
社

が
長
年
培
っ
て
き
た
光
学
設
計

技
術
を
も
と
に
、
独
自
のH.

A.L.T.*

（Highly Aspher
ical Lenslet Target

）
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
採
用
し

た
眼
鏡
レ
ン
ズ
。

　
レ
ン
ズ
表
面
に

は
、
１
０
２

１
個
の
微
小
な
非
球

面
レ
ン
ズ
レ
ッ
ト
を

11
層
の
同
心
円
状
に

配
置
。
中
心
部
に
は
単
焦
点
レ

ン
ズ
の
よ
う
に
鮮
明
な
視
界
を

確
保
す
る
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
周

辺
部
に
高
度
非
球
面
レ
ン
ズ
レ

ッ
ト
ゾ
ー
ン
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
学
校
生
活
や
屋
外
活
動
な

ど
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

ン
で
快
適
に
使
用
で
き
る
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
屋
外
活
動
の
機
会
が
増
え
る

季
節
に
向
け
て
、
屋
外
活
動
を

快
適
に
楽
し
め
る
よ
う
に
、
カ

ラ
ー
レ
ン
ズ
の
「
エ
シ
ロ
ー
ル

R
ス
テ
レ
ス
ト
R
サ
ン
」
を
用

意
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
目
は
大
人
と
同
様

に
屋
外
で
ま
ぶ
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
紫
外
線

の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
さ
れ

て
い
る
。
ス
テ
レ
ス
ト
R
サ
ン

は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
増
加

す
る
紫
外
線
に
配
慮
し
、
屋
外

で
も
快
適
な
視
界
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
設
計
を
採
用
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
グ
レ
ー
プ
、
プ
ラ

ム
、
グ
レ
ー
グ
リ
ー
ン
、
グ
レ

ー
ミ
ス
ト
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
グ
レ

ー
ブ
ル
ー
の
全
６
色
を
用
意
。

さ
ま
ざ
ま
な
フ
レ
ー
ム
に
合
わ

せ
や
す
い
カ
ラ
ー
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。

　
耐
キ
ズ
性
や
防
汚
性
に
配
慮

し
た
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
コ
ー
ト
を

採
用
す
る
な
ど
、
日
常
使
い
に

も
配
慮
。
登
校
時
や
外
遊
び
、

休
日
の
外
出
な
ど
、
子
ど
も
の

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に

寄
り
添
う
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と

し
て
提
案
し
て
い
る
。

　HOYA

㈱
（
東
京
都
新
宿

区 

、
池
田
英
一
郎
代
表
執
行

役CEO

）
の
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ

事
業
を
担
うHOYA 

ビ
ジ
ョ

ン
ケ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
６
月

１
日
にD.I.M

.S.

テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
採
用
し
た
小
児
の
近
視

向
け
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
「
ミ
ヨ
ス

マ
ー
ト
（M

iYOSM
ART

）」

（
以
下
「
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
」）
を

日
本
国
内
で
発
売
開
始
す
る
。

　【
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
と
は
】

　
こ
の
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
は
、
海

外
の
大
学
と
の
協
力
で
開
発
さ

れ
たD.I.M

.S.

テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
に
基
づ
い
て
お
あ
り
、
世
界

50
カ
国
以
上
で
既
に
販
売
さ
れ

て
い
る
（
２
０
２
６
年
５
月
時

点
）。

　
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
で
採
用
さ
れ

て
い
るD.I.M

.S.

テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
は
、
周
辺
遠
視
性
焦
点
ぼ

け
理
論
に
基
づ
い
て
網
膜
の
手

前
に
近
視
性
の
ぼ
け
を
作
り
出

す
。
小
児
の
近
視
に
考
慮
し

た
特
殊
な
構
造
（D.I.M

.S.

）

を
持
ち
な
が
ら
、
通
常
の
メ
ガ

ネ
レ
ン
ズ
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

見
た
目
を
持
つ
メ
ガ
ネ
レ
ン

ズ
。

◇
　
◇
　
◇

　【
レ
ン
ズ
の
特
長
】

　
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
レ
ン
ズ
は
以

下
の
特
長
を
備
え
て
お
り
、
活

発
に
動
き
回
る
子
ど
も
の
目
を

し
っ
か
り
と
保
護
す
る
。

　
■
耐
衝
撃
性

　
＊
通
常
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
レ
ン
ズ
に
比
べ
て
割
れ
に

　
く
い

　
■
薄
型
か
つ
軽
量

　
■
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト

　
■
反
射
防
止

　
ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
う
よ
う
に
、
強
撥
水
性
で

拭
き
取
り
や
す
さ
が
長
持
ち
す

る
コ
ー
ト
が
施
さ
れ
て
い
る
。

メガログ参加店募集について

業
界
初
の
眼
鏡
店
比
較
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
メ
ガ
ロ
グ
」
開
発
始開

１日１店舗消える眼鏡店 減少歯止めを
このままでは国力の低下という社会的損失に

26
年
末
に
公
開
予
定

メガログ 価値観ごとに正しく可視化

大
切
な
子
ど
も
達
の
目
を
守
ろ
う

大
切
な
子
ど
も
達
の
目
を
守
ろ
う

大
切
な
子
ど
も
達
の
目
を
守
ろ
う

子ども用近視ケアレンズ

ニコン・エシロール６月１１日に発売

エシロールRとステレストR

ＨＯＹＡ 小児の近視用メガネレンズ

活
発
に
動
き
回
る
目
を
保
護

ミ
ヨ
ス
マ
ー
ト
国
内
で
発
売

画
期
的
な
Ｄ
．
Ｉ
．
Ｍ
．
Ｓ
．
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
採
用



第２５７３号 令和８年（２０２６年）６月５日 （４）（第三種郵便物認可）

　
全
国
宝
石
卸
商
協
同
組
合

（
東
京
都
千
代
田
区
、
加
藤
久

雄
理
事
長
）
は
、
５
月
20
日
に

東
京
・
神
田
佐
久
間
町
の
東
京

貴
宝
会
館
で
「
第
73
回
通
常
総

会
」
を
開
催
し
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
最
初
に
加
藤
理

事
長
が
「
昨
年
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

市
場
規
模
は
１
兆
２
０
７
０
億

『M
RG-BF1000EB

』
を
６

月
12
日
に
発
売
す
る
。

　“M
R-G

 FRO
G

M
AN

”

は
、
ダ
イ
バ
ー
が
求
め
る
高
い

機
能
性
に
、
日
本
の
も
の
づ
く

り
の
精
神
と
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
融
合
さ
せ
た
耐
衝
撃
ウ
オ

ッ
チ
。
極
限
へ
の
挑
戦
を
支
え

る
性
能
と
、
素
材
・
仕
上
げ
・

は
、
極
地
の
海
で
海
水
が
凍
結

し
て
海
中
に
氷
の
柱
を
形
成
す

る
自
然
現
象「
ブ
ラ
イ
ニ
ク
ル
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
耐
衝
撃
ウ
オ

ッ
チ
。

　
純
チ
タ
ン
の
約
４
倍
の
硬

度
を
誇
る
合
金
「COBARI

ON®

」を
使
用
し
た
ベ
ゼ
ル
に

は
、
宝
石
研
磨
職
人
・
小
松
一

仁
氏
の
監
修
の
も
と
、
職
人
が

一
つ
一
つ
丹
念
に
フ
ァ
セ
ッ
ト

カ
ッ
ト
を
施
し
、
唯
一
無
二
の

個
性
と
輝
き
を
放
つ
。
螺
旋
状

に
刻
ま
れ
た
無
数
の
細
か
い
カ

ッ
ト
面
に
、
耐
傷
性
に
優
れ
た

ブ
ル
ーAIP

処
理
を
施
す
こ

と
で
、
ブ
ラ
イ
ニ
ク
ル
の
美
し

設
計
な
ど
細
部

ま
で
こ
だ
わ
っ

た
デ
ザ
イ
ン

で
、
国
内
外
で

人
気
を
博
し
て

い
る
。

　
『M

R
G

-
BF1000EB

』

　
ま
た
、
耐
衝
撃
ウ
オ
ッ
チ

“G-SHOCK

”
の
最
上
位
シ

リ
ー
ズ
“M

R-G

（
エ
ム
ア
ー

ル
ジ
ー
）”
の
新
製
品
と
し
て
、

極
地
の
海
で
氷
柱
が
形
成
さ
れ

る
自
然
現
象
「
ブ
ラ
イ
ニ
ク

ル
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
本
格

ダ
イ
バ
ー
ズ
ウ
オ
ッ
チ
“FRO

GM
AN

（
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
）”

く
渦
を
巻
く
よ
う
な
神
秘
的

な
造
形
を
表
現
し
た
。“FRO

GM
AN

”特
有
の
左
右
非
対
称

の
デ
ザ
イ
ン
を
印
象
づ
け
る
２

つ
の
フ
ロ
ン
ト
ビ
ス
に
は
、
57

面
ラ
ウ
ン
ド
ブ
リ
リ
ア
ン
カ
ッ

ト
の
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
ブ
ル
ー
サ

フ
ァ
イ
ア
を
配
し
、
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
な
輝
き
を
演
出
し
て
い

る
。

　
裏
蓋
に
は
、“FROGM

AN

”

の
ア
イ
コ
ン
で
あ
る
カ
エ
ル
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
あ
し
ら
い
、

“M
R-G

”
30
周
年
記
念
モ
デ

ル
と
し
て
、「M

R-G 30TH

」

の
文
字
や
世
界
限
定
８
０
０
本

の
証
で
あ
る
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ

ー
を
刻
印
し
、
特
別
感
を
込
め

た
。

　
バ
ン
ド
は
、
変
色
、
汚
れ
、

経
年
劣
化
に
強
い
デ
ュ
ラ
ソ
フ

ト
バ
ン
ド
と
、
硬
質
な
輝
き
を

放
つ
チ
タ
ン
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の

２
種
類
を
用
意
し
、
用
途
に
応

じ
た
付
け
替
え
が
楽
し
め
る
。

時
計
本
体
、
付
属
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
、
交
換
工
具
を
日
本
発
の
ラ

ゲ
ー
ジ
ブ
ラ
ン
ド「
プ
ロ
テ
カ
」

と
共
同
開
発
し
た
専
用
ボ
ッ
ク

ス
に
同
梱
。
記
念
モ
デ
ル
な
ら

で
は
の
こ
だ
わ
り
を
詰
め
込
ん

だ
。

　
メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
は

１
２
１
万
円
（
税
込
）。

　
■GM

-S5600XG

　“G-SHOCK

”
初
号
機
の

角
型
フ
ォ
ル
ム
を
継
承
す
る

「5600

」
シ
リ
ー
ズ
を
ベ
ー
ス

に
、
風
防
ガ
ラ
ス
に
レ
イ
ン
ボ

ー
の
蒸
着
加
工
を
施
す
こ
と

で
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
色
彩

が
変
化
す
る
耐
衝
撃
ウ
オ
ッ

チ
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
に
応
じ

て
異
な
る
表
情
を
見
せ
る
特
徴

的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、「
Ｘ
Ｇ
」

の
持
つ
多
面
的
な
魅
力
を
表
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
字
板
・

遊
環
・
裏
蓋
に
「
Ｘ
Ｇ
」
の
ロ

ゴ
を
配
し
、
特
別
感
を
演
出
し

た
。
バ
ン
ド
と
ベ
ゼ
ル
は
シ
ッ

ク
な
ブ
ラ
ッ
ク
で
ま
と
め
る
こ

と
で
、
日
常
使
い
し
や
す
い
モ

デ
ル
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
■GM

A-S110XG

　
立
体
的
な
文
字
板
が
特
徴
の

「110

」
シ
リ
ー
ズ
を
ベ
ー
ス

に
、
ビ
ビ
ッ
ド
な
ピ
ン
ク
の
バ

ン
ド
と
ベ
ゼ
ル
が
特
徴
的
な
モ

デ
ル
。バ
ン
ド
と
ベ
ゼ
ル
に
は
、

異
な
る
色
の
樹
脂
を
混
ぜ
合
わ

せ
る
ガ
ラ
ー
ル
成
形
を
採
用

し
、
色
が
不
規
則
に
溶
け
合
う

こ
と
で
唯
一
無
二
の
マ
ー
ブ
ル

模
様
を
実
現
し
た
。
90
年
代
Ｒ

＆
Ｂ
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
空
気
感
を
ま
と
い
、
ポ
ッ
プ

で
躍
動
感
の
あ
る
世
界
観
を
表

し
て
い
る
。
文
字
板
に
は
偏
光

塗
装
を
施
し
、
角
度
に
よ
っ
て

色
彩
が
変
化
す
る
美
し
い
表
情

を
楽
し
め
る
。
文
字
板
・
遊
環
・

裏
蓋
に
は
「
Ｘ
Ｇ
」
の
ロ
ゴ
を

配
し
、
特
別
モ
デ
ル
と
し
て
の

存
在
感
を
さ
ら
に
高
め
た
。

　
メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格

は
、GM

-S5600XG

が
３
万

６
３
０
０
円
（
税
込
）、GM

A
-S110XG

が
２
万
５
３
０
０

円
（
税
込
）。

ル
ー
プ
。「X-POP

」
と
い
う

新
た
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立

し
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
築
く

「
Ｘ
Ｇ
」
の
姿
が
、
耐
衝
撃
性

と
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
唯

一
無
二
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し

て
い
る
“G-SHOCK

”
と
相

通
じ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５

年
７
月
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
契
約
を
結
ん
で
い

る
。

　
今
回
の
『GM

-S5600XG

／GM
A-S110XG

』
は
、「
Ｘ

Ｇ
」
と
初
と
な
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
。「
Ｘ
Ｇ
」
の

世
界
観
を
異
な
る
２
種
類
の
時

計
の
デ
ザ
イ
ン
に
落
と
し
込
ん

だ
。

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
耐
衝
撃

ウ
オ
ッ
チ
“G-SHOCK

”
の

新
製
品
と
し
て
、
世
界
で
活
躍

す
る
７
人
組
の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

／
Ｒ
＆
Ｂ
グ
ル
ー
プ
「
Ｘ
Ｇ

（
エ
ッ
ク
ス
ジ
ー
）」
＝
写
真
上

＝
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
『GM

-S5600XG

／

GM
A-S110XG

』
を
６
月
12

日
に
発
売
す
る
。

　「
Ｘ
Ｇ
」
は
、JURIN

、CH
ISA

、H
IN

ATA

、H
ARV

EY

、JURIA

、M
AYA

、CO
CONA

の
７
人
で
構
成
さ
れ

る
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
／
Ｒ
＆
Ｂ
グ

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

⻄
東
京
市
、
大
治
良
⾼
社
⻑
）

が
展
開
す
る
『
シ
チ
ズ
ン 

プ

ロ
マ
ス
タ
ー
』
エ
コ
・
ド
ラ
イ

ブ 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ

イ
バ
ー300m

が
、
世
界
的

に
権
威
あ
る
国
際
デ
ザ
イ
ン
賞

「
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
６
」
を
プ
ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
受
賞

し
た
。 

　
■
受
賞
製
品 

　『
シ
チ
ズ
ン 

プ
ロ
マ
ス
タ

ー
』
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
イ
バ
ー

300m
 

　
ヘ
リ
ウ
ム
エ
ス
ケ
ー
プ
バ
ル

ブ
を
備
え
る
３
０
０
ｍ
飽
和
潜

⽔
用
防
⽔
の
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ 

ダ
イ
バ
ー
ズ
ウ
オ
ッ
チ
。
光
が

届
か
な
い
深
海
の
よ
う
な
環
境

下
で
も
、
⼀
度
の
フ
ル
充
電
で

３
６
５
日
動
き
続
け
る
ム
ー
ブ

メ
ン
トCal.E365

を
搭
載
し

て
い
る
。 

希
望
小
売
価
格
＝

12
万
１
０
０
０
円
（
税
抜
価
格

11
万
円
） 

。

　《
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ

ン
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
》 

　
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

ア
ワ
ー
ド
（Red Dot Desi

gn Award

）
は
、
１
９
５
５

年
に
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ
た
、
世

界
的
に
権
威
あ
る
国
際
デ
ザ
イ

ン
賞
。

　
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
、
ブ

ラ
ン
ド
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

セ
プ
ト
の
３
分
野
で
、
毎
年
審

査
が
⾏
わ
れ
て
い
る
。
世
界
約

70
カ
国
か
ら
応
募
さ
れ
る
多
数

の
作
品
は
、
国
際
的
な
専
門
家

で
構
成
さ
れ
る
審
査
員
団
に
よ

っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ
だ

け
で
な
く
、
機
能
性
、
革
新
性

と
い
っ
た
観
点
か
ら
総
合
的
に

評
価
さ
れ
る
。 

　
ま
た
同
ア
ワ
ー
ド
は
、
ア
メ

リ
カ
の
「IDEA

（Internatio
nal Design Excellence Aw
ards

）」、
ド
イ
ツ
の
「iF

デ
ザ

イ
ン
ア
ワ
ー
ド
」
と
並
ん
で
、

世
界
三
大
デ
ザ
イ
ン
賞
の
⼀
つ

と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

円
と
な
っ
た
が
、

金
、
銀
、
プ
ラ
チ

ナ
の
価
格
上
昇
に

よ
っ
て
中
間
層
の

購
買
意
欲
が
低
調

と
な
っ
て
い
る
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

は
、
合
成
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
流
通
が

増
え
た
た
め
、
１

割
ほ
ど
下
落
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

今
は
、
ラ
イ
ブ
販

売
が
好
調
の
よ
う

で
す
の
で
、
卸
商

と
し
て
は
〝
誰
に
何
を
販
売
す

る
か
が
重
要
〟に
な
っ
て
く
る
」

と
し
「
続
け
て
「
今
年
度
は
高

齢
化
な
ど
で
１
社
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

へ
の
参
加
を
促
し
組
合
員
の
増

加
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
第
１
号
議
案
か

ら
第
５
号
議
案
ま
で
審
議
を
行

い
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
の
事
業
計
画
で
は
、

支
部
ご
と
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
や
災
害
時
の
義
援
金
活
動
を

行
っ
て
、
社
会
福
祉
事
業
に
寄

与
す
る
。
鑑
定
評
価
の
経
験
を

生
か
し
、
鑑
定
業
務
を
行
う
。

各
支
部
の
協
力
を
仰
ぎ
、
年
間

最
低
５
社
の
新
規
組
合
員
獲
得

を
目
指
す
―
―
と
し
て
い
る
。

者
）
＝
沼
田
守
康
氏
、
上
川
善

嗣
氏
（
令
和
８
年
３
月
26
日
）

　
▽
東
京
都
伝
統
工
芸
士
認
定

＝
下
村
祥
二
氏
（
㈲
東
浦
銀
器

製
作
所
）、
韮
澤
竜
興
氏
（
㈱

森
銀
器
製
作
所
）（
令
和
８
年

３
月
26
日
）

　
▽
経
済
産
業
大
臣
指
定
伝
統

工
芸
士
＝
都
竹
耕
太
氏
（
㈱
内

藤
銀
器
製
作
所
）、
中
野
隆
行

氏
（
㈱
百
夢
）（
令
和
８
年
２

月
25
日
）。

　
東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組
合

（
東
京
都
台
東
区
、
泉
健
一
郎

理
事
長
）
は
、
５
月
27
日
に
東

京
・
浅
草
文
化
観
光
セ
ン
タ
ー

で
「
第
76
回
通
常
総
会
」
を
開

き
全
て
の
議
案
を
承
認
し
た
。

　
総
会
は
、
最
初
に
泉
理
事
長

が「
世
界
情
勢
が
騒
が
し
い
中
、

金
銀
な
ど
の
価
格
が
上
昇
し
、

業
務
に
も
支
障
を
き
た
す
状
況

で
す
が
、
本
日
は
、
つ
つ
が
な

く
会
が
進
行
で
き
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
開
会
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
泉
理
事
長
を
議

長
に
選
出
し
、
第
１
号
議
案
か

ら
第
５
号
議
案
ま
で
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
た
。

　
事
業
報
告
の
中
で
は
、
令
和

７
年
度
に
次
の
組
合
員
が
表

彰
・
認
定
を
受
け
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
（
組
合
員
参
加
の
従

業
員
を
含
む
）。

　
▽
瑞
宝
単
光
章
＝
星
谷
悦
男

氏
（
令
和
７
年
４
月
29
日
）

　
▽
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感

謝
状
（
伝
統
工
芸
品
産
業
功
労

年
間
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
、
ま
た
、
ア
ン
テ

ィ
ー
ク
エ
マ
ー
ユ
の
コ
レ
ク
タ

ー
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
フ
ラ

ン
ス
と
関
わ
る
活
動
を
続
け
て

き
た
。

　
こ
の
紺
綬
褒
章
の
受
章
を
励

み
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
文

化
交
流
、
さ
ら
に
は
美
術
工
芸

文
化
の
継
承
や
普
及
、
発
展
な

ど
幅
広
い
視
野
を
持
ち
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く

―
―
と
し
て
い
る
。

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
エ
マ
ー
ユ
ジ
ュ
エ
リ

ー
の
中
に
は
梶
光
夫
デ
ザ
イ
ン

の
作
品
が
５
点
含
ま
れ
、
国
立

西
洋
美
術
館
に
お
け
る
ジ
ュ
エ

リ
ー
業
界
初
の
収
蔵
作
家
と
な

っ
た
。

　
こ
の
受
章
を
よ
り
意
義
深
い

も
の
と
す
る
た
め
、
梶
光
夫
氏

が
運
営
す
る
「
エ
マ
ー
ユ
七
宝

美
術
館
」
の
展
示
内
容
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
エ

マ
ー
ユ
の
魅
力
を
発
信
し
、
国

立
西
洋
美
術
館
と
の
相
乗
効
果

で
引
き
続
き
日
本
に
お
い
て
エ

マ
ー
ユ
の
知
名
度
を
高
め
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の

文
化
の
架
け
橋
と
な
る
創
作
活

動
に
も
力
を
注
い
で
い
く
考
え

で
あ
り
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て

「
輪
島
塗
宝
飾
大
皿
」
を
新
た

に
創
作
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
期
の
エ
マ
ー
ユ
作
家
ポ

ー
ル
・
ボ
ノ
ー
の
絵
画
を
日
本

の
伝
統
工
芸
で
あ
る
輪
島
塗
で

描
き
、
そ
こ
に
梶
光
夫
氏
の
感

性
で
宝
石
を
セ
ッ
ト
し
た
も
の

で
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
両
国
の

伝
統
工
芸
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
が

込
め
ら
れ
た
東
洋
と
西
洋
の
文

化
が
融
合
し
た
作
品
。

　
こ
の
作
品
は
６
月
20
日
・
21

日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

る
㈱
ナ
ガ
ホ
リ
主
催
の
「
創
美

展
」に
特
別
出
品
さ
れ
る
予
定
。

　
ま
た
、
こ
の
「
輪
島
塗
宝
飾

大
皿
」は
文
化
交
流
を
目
的
に
、

フ
ラ
ン
ス
の
美
術
館
に
寄
贈
す

べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
、
さ

ら
に
フ
ラ
ン
ス
・
リ
モ
ー
ジ
ュ

に
あ
る
リ
モ
ー
ジ
ュ
市
立
美
術

館
に
は
梶
光
夫
氏
の
代
表
作

「
エ
マ
ー
ユ
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
を

数
点
寄
贈
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
梶
光
夫
氏
は
こ
れ
ま
で
約
45

く
評
価
さ
れ
、
内
閣
府
よ
り
紺

綬
褒
章
な
ら
び
に
木
杯
を
受
章

し
た
。

　
国
立
西
洋
美
術
館
へ
の
寄
贈

は
、
２
０
２
４
年
12
月
に
行
わ

れ
、
寄
贈
記
念
展
と
し
て
２
０

２
５
年
３
月
か
ら
６
月
に
は

「
梶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
色
彩
の
宝

石
、
エ
マ
ー
ユ
の
美
」
が
開
催

さ
れ
約
16
万
人
の
来
場
者
が
訪

れ
た
。
現
在
は
新
た
に
加
わ
っ

た
国
立
西
洋
美
術
館
の
所
蔵
品

「
梶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、

同
美
術
館
の
常
設
展
に
て
展
示

公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
寄
贈
作
品
は
19
世
紀
後
半
か

ら
20
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
・

リ
モ
ー
ジ
ュ
で
制
作
さ
れ
た
作

品
が
中
心
で
、
エ
マ
ー
ユ
絵
画

や
小
箱
、
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
エ

マ
ー
ユ
、
エ
マ
ー
ユ
ジ
ュ
エ
リ

ー
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
エ
マ

ー
ユ
の
魅
力
を
伝
え
る
内
容
と

　
こ
の
度
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
梶
光
夫
氏
は
、
長

年
に
わ
た
り
蒐
集
し
て
き
た
貴

重
な
エ
マ
ー
ユ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

１
４
８
点
を
国
立
西
洋
美
術
館

へ
寄
贈
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統

芸
術
で
あ
る
エ
マ
ー
ユ
の
普
及

に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
高

誰に何を販売するかが大切
組合員増加への努力が必要

全国宝石卸商協同組合総会

東京金銀器工業協同組合総会

本
格
ダ
イ
バ
ー
ズ
ウ
オ
ッ
チ
「
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
」も
発
売

瑞
宝
単
光
章
受
章
と

伝
統
工
芸
士
の
認
定

組
合
員
の
表
彰

＆
認
定
者
報
告

カ
シ
オ
６
月
12
日
に
発
売

ＧＭＡ‐Ｓ１１０ＸＧ

ＧＭ‐S５６００ＸＧ

世界で活躍の
アーティスト「ＸＧ」と「G-SHOCK」のコラボモデル

レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
受
賞

世
界
的
権
威
あ
る
国
際
デ
ザ
イ
ン
賞

シ
チ
ズ
ン

プ
ロ
マ
ス
タ
ー

シ
チ
ズ
ン

プ
ロ
マ
ス
タ
ー

内
閣
府
か
ら
紺
綬
褒
章
を

授
与
さ
れ
た
梶
光
夫
氏

エ
マ
ー
ユ
の
普
及
に
多
大
な
貢
献
評
価

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
文
化
の
架
け
橋
に

輪
島
塗
宝
飾
大
皿
を
創
作

梶光夫氏紺綬褒章を受章紺綬褒章を受章紺綬褒章を受章紺綬褒章を受章

梶
氏
の
エ
マ
ー
ユ
作
品

輪
島
塗
宝
飾
大
皿

GM
A-S110XG

GM
-S5600XG

総会会場㊤と加藤理事長㊧

MRG-BF1000EB

審議風景（左が泉理事長）

事
業
計
画
発
表

エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ダ
イ
バ
ー300m

　
ま
た
、
事
業
計
画
で
は
、「
従

事
・
後
継
者
技
能
研
修
会
」
を

工
芸
士
会
・
組
合
青
年
部
と
共

に
進
め
て
い
く
。
創
作
展
の
た

め
に
資
金
積
立
も
考
え
て
い
る

―
―
と
し
て
い
る
。
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